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Ⅰ　概　要

１．システム概要

本仕様書は、下図に示すナースコール制御機とＰＢＸ装置（構内電話交換機）との接続インタフェース仕様について適用する。

■　使用語句について

　　　　　以下に記述する同じ行に「：」で区切られた左側の語句を正式名称とするが、右側の語句も同様のものを表す。

ナースコール制御機　：　ＮＣ制御機、ナースコール親機
ＰＢＸ　：　Ｄ－ＣＯＮＴ、ＣＯＮＴ
ＰＨＳ端末　：　ＰＳ、
ナースコール子機　：　子機
無線基地局　：　ＢＳ

ナースコール制御機１ ＰＢＸ装置（構内電話交換機

2B+D

2B(+D)

ナースコール制御機ｎ

2B+D

2B(+D)

ＢＳ-1 ＢＳ-n

廊下灯I/Oﾕﾆｯﾄ

ナースコール子機

廊下灯I/Oﾕﾆｯﾄ

ナースコール子機

ﾅｰｽｺｰﾙ制御機１
にくくりつけのPHS

ﾅｰｽｺｰﾙ制御機ｎ
にくくりつけのＰＨ

Ｓ

PS1 ・ ・ PSn

PS1 ・ ・ PSn

注） 網掛け部分が本仕様書の適用部分
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２．システム構成

１）ナースコール制御機内構成

構　　成　　内　　容 最小 最大 単位

　ナースコール制御機１台当たりに接続可能なナースコール子機の回線数 １ 注１） 回線

　ナースコール制御機１台当たりで構成可能なナースコール子機グループ数 １ 注１） グループ

　ナースコール制御機１台当たりの通話路の数 １ 注１） チャネル

　ナースコール制御機１台当たりに登録可能なPＨＳの台数 １ 注１） 台

　ナースコール制御機１台当たりに呼出可能なＰＨＳの台数 １ 注１） 台

注１）　各ナースコール制御機の仕様による。

２）ＰＢＸ装置（構内電話交換機）内構成（案）

構　　成　　内　　容 最小 最大 単位

　接続可能なナースコールの台数 １ ６４　注２） 台

　ナースコール制御機１台当たりで使用可能なＰＨＳの台数 １ ６４　注２） 台

　ナースコール制御機１台当たりの通話路の数（Ｂｃｈのチャネル数） ２ ４ チャネル

　ナースコール制御機１台当たり1つの呼出で呼出をかけることのできるＰＨＳの台数 １ ８ 台

注２）　ＰＢＸ装置（構内電話交換機）の仕様による。
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Ⅱ　インタフェース

１．インタフェース構造

１台のナースコール制御機とＰＢＸ装置（構内電話交換機）との間は、ＩＳＤＮの基本インタフェース（２Ｂ＋Ｄ）の構造を基本とするが、通話路
（Ｂチャネル）が２チャネルを越える場合には、追加される２Ｂ＋Ｄの内、Ｄチャネルについては使用せず２Ｂのみの増設となる。
（ただし、使用しないＤチャネルについてはレイヤ１，２のレベルの接続は行う。）
基本構成として、ナースコール制御機１台とＰＢＸ装置（構内電話交換機）間のインタフェース構造としては（ ２Ｂ＋Ｄ）ｎ（１≦ｎ≦２） のかたち
を取る。

２．ＯＳＩ基本参照モデル

ＢＲＩ－１ ＢＲＩ－２

Ｂ１ﾁｬﾈﾙ Ｂ２ﾁｬﾈﾙ Ｄチャネル Ｂ３ﾁｬﾈﾙ Ｂ４ﾁｬﾈﾙ Ｄチャネル

音声（ｃｈ１）音声（ｃｈ2） 制御（1ｓｔ） 音声（ｃｈ3）音声（ｃｈ4） 制御（２ｎｄ）

レイヤ３ ﾈｯﾄﾜｰｸ
－ －

呼制御手順
－ －

呼制御手順

レイヤ２ ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ － － LAP-D(Q.921) － － LAP-D(Q.921)

レイヤ１ 物理 ＩＳＤＮ基本インタフェース（Ｉ．４３０） ＩＳＤＮ基本インタフェース（Ｉ．４３０）

１）レイヤ１
ＩＴＵ－Ｔ勧告のＩ．４３０ 及びＴＴＣ標準のＪＴ－Ｉ４３０に準拠する。

２）レイヤ２
ＩＴＵ－Ｔ勧告のＱ．９２１ 及びＴＴＣ標準のＪＴ－Ｑ９２１（Ｓ参照点）に準拠する。
端末終点識別子（ＴＥＩ）、サービスアクセスポイント識別子（ＳＡＰＩ）の値は下記の通りとする。
　　ＴＥＩ　：　０　（レイヤ３がポイント・ポイント データリンクコネクション）
　　ＳＡＰＩ　：　０　（呼制御手順）
（ナースコール制御機はＩＳＤＮ内線と同じ位置付け／ＰＢＸ側は網、ナースコール側は端末）

３）レイヤ３
ＢＲＩ－１／２のそれぞれ２ｃｈづづある通話路を４通話路に束ねて、ＢＲＩ－１のＤｃｈにて４通話路を制御する方式
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Ⅲ　コマンド仕様

ナースコール　～　ＰＢＸ　コマンド一覧
種別 固定長部分 可変長部分

コマンド内容 シンボル LENGTH CMD_ID SUB_ID NC_ID CH MSG_NUM *2 ＭＳＧ０ ＭＳＧ１ ＰＳ_NUM PS_ID０ … PS_ID15
型 ９９９９ ＸＸ ９９ ９９ ９９ ９９ ＸＸ…ＸＸ ＸＸ…ＸＸ ９９ ９９９９ ９９９９

桁数 （４） （２） （２） （２） （２） （２） （１０） （ｎ） （２） （４） （４）
ＮＣ　→　ＰＢＸ

ＮＣ　ＳＴＡＲＴ ００１２ ＮＳ ００ NC_ID ００
呼出 ｎｎｎｎ CA 着信音/ﾄｰﾝ NC_ID ＣＨ指定 ｎｎ 表示ｷｬﾗｸﾀ１表示ｷｬﾗｸﾀ２ 呼出台数 呼出PS0 … 呼出PS15
呼出復旧 ｎｎｎｎ ＣＬ ００ NC_ID ＣＨ指定 ００ 復旧台数 復旧PS0 … 復旧PS15
通話開始 ００２０ ＣＣ ００ NC_ID ＣＨ指定 ００ ０１ 要求ＰＳ
強制切断 ｎｎｎｎ ＣＩ ００ NC_ID ＣＨ指定 ｎｎ 切断理由 ０１ 通話ＰＳ
要求拒否 ｎｎｎｎ ＣＲ ００ NC_ID ００ ｎｎ 拒否理由 ０１ 要求ＰＳ
CH状態指示 ｎｎｎｎ ＯＣ 指示内容 NC_ID ＣＨ指定 ｎｎ 指示理由 ００
ﾄｰﾝ出力 ００２０ ＴＴ ﾄｰﾝ指定 NC_ID ＣＨ指定 ００ ０１ 通話ＰＳ
ＮＣ　ALIVE ００３２ ＮＡ ００ NC_ID ００ １６ CH情報(16) ００

ＰＢＸ　→　ＮＣ
ＣＯＮＴ　ＳＴＡＲＴ ００１２ ＣＳ ００ NC_ID ００
ＲＥＱ　ＮＣ　ＳＴＡＲＴ ００１２ ＲＱ ００ *1 NC_ID ００
接続要求 ｎｎｎｎ ＲＣ ００ NC_ID 呼出ＣＨ ｎｎ 表示ｷｬﾗｸﾀ１表示ｷｬﾗｸﾀ２ ０１ 応答ＰＳ
発信要求 ｎｎｎｎ ＲＳ ００ NC_ID ００ ｎｎ 入力ｷｬﾗｸﾀ ０１ 発信ＰＳ
通話終了 ００２０ ＴＥ ００ NC_ID 通話ＣＨ ００ ０１ 通話ＰＳ
CONT　ALIVE ００３２ ＣＡ ００ NC_ID ００ １６ CH情報(16) ００

（　型　・・　９ ： 数字　　Ｘ ： 英数字、カナ、記号　）
ＬＥＮＧＴＨ ＬＥＮＧＴＨ分を含めた総データ数

ＣＭＤ＿ＩＤ ２バイトのキャラクタで表されたコマンドＩＤ

ＳＵＢ＿ＩＤ 呼出コマンド　…　上位バイトを着信音指定、下位バイトをﾄｰﾝ音指定（PS同時の通話中用）とする
ﾄｰﾝ指示コマンド　…　上位バイトは０固定、下位バイトをﾄｰﾝ音指定とする。
指示内容　…　エラー時のチャネル解放指示時は　０１をセットする。

ＮＣ＿ＩＤ ナースコール制御機につけられたＩＤ（病棟コードに相当）
＊１　ＲＥＱ　ＮＣ　ＳＴＡＲＴ　送信時にNC_IDが確定していない場合は、００をセット。

CH 使用する通話チャネル番号(B-CH）

MSG_NUM この後に付加されるメッセージ桁数

MSG０ カナ文字非表示タイプのＰＳ用呼出表示メッセージキャラクタ（＊２　呼出コマンドにのみ有効）

MSG1 コマンド毎に取り決められた内容のメッセージキャラクタ

PS_NUM この後に続くPS_IDの個数

PS_ID PSを指定するためのＩＤ、上位２バイトがNC_ID、下位２バイトがPSの通番（CONT内グループ）
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１．コマンド概要

ＮＣ制御機　→　ＰＢＸ

ＮＣ　ＳＴＡＲＴ ＮＣ制御機電源投入時、リスタート時にＰＢＸとの通信可能状態となったことを知らせる。
このコマンドを受信したＰＢＸは、受信したNC_IDに該当する内部状態を初期化する。

呼出 ナースコール呼出時にＰＢＸに対して送信する。
呼出毎のＩＤは持たず、呼出音指定、着信時の表示指定によって指定ＰＳに対して、呼出をかける。
同一ＣＨに対し呼出が複数送出された場合は、呼出ＰＳ ＩＤの論理和にてＰＢＸは動作する。

呼出復旧 呼出中にナースコール側で呼出が復旧された場合に、呼出をｷｬﾝｾﾙするために送出する。

通話開始 呼出に対するＰＢＸからの接続要求、または待機時からの発信要求に対して、使用する通話ＣＨを指定し
通話開始を指示する。

強制切断 ＮＣ制御機より、通話を強制的に中断する際に送出する。このコマンドを受け取ったＰＢＸは現在使用中の
通話ＣＨを速やかに解放する。

要求拒否 ＰＢＸからの接続要求、発信要求に対して、受付不能の場合にＮＣ制御機より送出される。
このコマンドを受信したＰＢＸは、操作中のＰＳに対して、操作不能を表すトーンを送出する。

CH状態指示 ＰＢＸから受信したＣＯＮＴ　ＡＬＩＶＥのパラメータに付加されたチャネル管理状態とＮＣ制御機の管理
状態が食い違った場合の状態矯正用コマンド。（当面の使用目的としては通話持ちきり対策用とする）

ﾄｰﾝ出力 指定通話ＣＨの通話中のＰＳに対し、割り込みﾄｰﾝ送出を指示する。

ＮＣ　ＡＬＩＶＥ 一定時間無通信状態が続いた場合に、ＮＣ制御機のアライブ通知としてＰＢＸに送出すると同時に、ＮＣで
管理する通話チャネルの管理状態をＰＢＸに通知する。

ＰＢＸ　→　ＮＣ制御機

ＣＯＮＴ　ＳＴＡＲＴ ＮＣ　ＳＴＡＲＴに対して、ＰＢＸが内部状態初期化終了し、処理可能になったことをＮＣ制御機に通知する。

ＲＥＱ　ＮＣ　ＳＴＡＲＴ ＮＣ制御機での検出に時間がかかるエラー発生時や、ＣＯＮＴリスタート時にＮＣ　ＳＴＡＲＴ送信を要求する
ために送出する。

接続要求 ナースコール呼出中にＰＳにて応答した場合、応答通話要求としてＮＣ制御機に送出する。

発信要求 ＰＳからの特番入力による発信要求を、NC制御機に通知する。キー入力内容は入力キャラクタのまま
コマンドにセットし送出し、ＮＣ制御機側で判定し処理する。

通話終了 現在の通話を終了する場合に、ＮＣ制御機へ送出する。

ＣＯＮＴ　ＡＬＩＶＥ ＮＣ制御機からのアライブ通知コマンド受信時に、ＰＢＸのアライブ応答としてＮＣ制御機に送出する。
またＮＣ　ＡＬＩＶＥと同様に、ＰＢＸで管理する通話チャネルの管理状態をＮＣ制御機に通知する。
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２．コマンドパラメータ補足

ＳＵＢ＿ＩＤ　（ Ｘ Ｙ ）
Ｘ　：　呼出音種コード ０～２、５　（未使用時は０をセット）
Ｙ　：　通話中割り込みトーン種 ０～２、５　（トーン停止／未使用時は０をセット）

１　：　一般呼出 左記コードは着信音/ﾄｰﾝﾊﾟﾀｰﾝ共通の
２　：　緊急呼出 ｺｰﾄﾞであり、音色の設定はＰＢＸ内の
５　：　脱落呼出 設定にて行う。

Ｘ Ｙ　：　指示内容 ００　：　使用中止指示　（本仕様では使用せず）
０１　：　ＣＨ解放指示

ＮＣ＿ＩＤ　（ Ｘ Ｙ ）
Ｘ Ｙ　： 　ナースコールＩＤ　 ００～９９　 （未確定時は００をセット、また９９は全ＮＣ指定として予約）

ＣＨ　（ Ｘ Ｙ ） Ｘ Ｙ　：　通話チャネルＮｏ． ００～０４，９９　（未確定/未使用時は００をセット）

ＣＯＮＴ　→　ＮＣ　へのコマンドの内、「接続要求」、「通話終了」については、それぞれ ＮＣ　→　ＣＯＮＴ
へのコマンド　「呼出」、「通話開始」にてＮＣ制御機より指定されたＣＨ番号をセットするものとする。

ＭＳＧ０　（ ＸＸ … ＸＸ ）
呼出 ”１１＃＃３０１＊１＃” （カナ文字が表示できない場合の表示メッセージ）

ＭＳＧ１　（ ＸＸ … ＸＸ ）
呼出 表示メッセージ  ”ダンシトイレ”　など

強制切断 切断理由 NC内部エラーメッセージ/ステータスコードをセット

要求拒否 拒否理由 NC内部エラーメッセージ/ステータスコードをセット

ＣＨ状態指示 指示理由 NC内部エラーメッセージ/ステータスコードをセット

発信要求 入力キャラクタ ”＊３０１＊１＊” 、 ”＃０１＊３０１＊１＊”　など

NC ALIVE ＣＨ情報 チャネル１～４までの状態をコードにてセット
CONT ALIVE ０ ： 未使用　　１ ： 空き状態　　２ ： 使用中（呼出/通話中）

ＰＳ＿ＩＤ　（ ＸＸＹＹ ）
ＸＸ　：　ＮＣ＿ＩＤ 上記ＮＣ_IDと同様、ただし ００ となることは無い
ＹＹ　：　ＰＳ＿ＩＤ ００～６３　（ＮＣ制御機１台に接続されるＰＳの通番）

本仕様では、NC側から
送出されるメッセージ内容
に対する、Ｄ－ＣＯＮＴ側
の処理は無いものとす
る。
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３．ＰＳからの発信について

１）ディフォルト設定されたＮＣ制御機への発信

① 操作例）

＊ＸＸ．．ＸＸ＊Ｙ．Ｙ＊ ａ．オンフック状態 → オフフック → キー入力 → 通話/放送

ｂ．オンフック状態 → キー入力 → オフフック → 通話/放送

上記ａ．ｂ．共に同様に機能するものとする

② 「＊．．．＊．．＊」という３つの「＊」で囲まれたかたちの入力方式とする。
「＊」囲まれた数字入力部分を、４桁／２桁といった最大桁数を決めずに可変長とする。
（操作上の入力総桁数は３１桁とする）
発信入力を検出したＰＢＸは入力されたままの「＊．．．＊．．＊」というかたちで入力キャラクタを発信要求
コマンドに付加して送信し、その後の処理はナースコール側に任せる。
この操作で行われる処理には、選局呼出および、グループ一斉放送がある。

③ 一斉放送時の操作は＊９９９９＊とする。
Ｄ－ＣＯＮＴ内では、第１入力フィールドの入力（ＸＸ．．ＸＸ）が９９９９の４桁であった場合に限り、一斉放送だと
判断し、予め設定されている一斉放送対象のＮＣ制御機（複数台設定あり）に対して、発信要求コマンドに
入力キャラクタ情報「＊９９９９＊」を付加して送信する。
この時、ナースコールへの受話については、Ｄ－ＣＯＮＴ内処理でカットされる。

２）ＮＣ制御機を指定しての発信（オプション機能）

① 操作例）

＃ＮＣ＊ＸＸ．．ＸＸ＊Ｙ．Ｙ＊ 操作手順はディフォルト設定されたＮＣ制御機への発信と同様

② 先頭に「＃」に続くＮＣ＿ＩＤ（２桁固定）を入力すること以外は、ディフォルト設定されたＮＣ制御機への発信と同様。

③ ＮＣ制御機を指定して、一斉放送入力を行った場合はＮＣ制御機指定を優先とする。
（予め設定されている一斉放送対象のＮＣ制御機に対してはコマンド送信しない）

注）ＮＣ制御機を指定した発信については、指定したＮＣ制御機内の設定により、発信元ＰＳ ＩＤが使用可として登録されて
いなければならない。未登録の場合発信要求は拒否される。

第１フィールド 第２フィールド
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Ⅳ　コマンド・シーケンス

１．立ち上げシーケンス
１）　ＮＣ制御機とＰＢＸの立ち上がりがほぼ同時のとき

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

NC START

CONT START

NC ALIVE

CONT ALIVE

電源ＯＮ 電源ＯＮ

DL 確立

NC ALIVE

Ｔ１経過

Ｔ１経過

Ｔ４以内

Ｔ１時間無通信状態が
続いた場合、アライブ

チェックを行う。

CONT ALIVE

Ｔ４以内

NC ALIVE に対する
CONT ALIVE がＴ４
時間経過しても受信
できない場合は、

NC START 送信から
やりなおす。

Ｔ５以内

Ｔ５以内

Ｔ５時間以上経過しても
ＮＣより何らかのコマンド
が受信できない場合は
REQ NC START 送信

とする。

Ｔ２以内

各種タイマ（参考）
(ｶｯｺ内はﾀｲﾏの管理元と初期値：単位秒)
Ｔ１：ＮＣ ＡＬＩＶＥ 送信ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙﾀｲﾏ (NC：３０)
Ｔ２：CONT START 受信待ちﾀｲﾏ(NC：１０)
Ｔ３：NC STATRT 受信待ちﾀｲﾏ(CONT：１０)
Ｔ４：CONT ALIVE 受信待ちﾀｲﾏ(NC：３)
Ｔ５：無通信監視ﾀｲﾏ(CONT：６０)
Ｔ６：連続通話監視ﾀｲﾏ(NC：１８０)
Ｔ７：呼出ｺﾏﾝﾄﾞ再送ﾀｲﾏ(NC：１５０)
Ｔ８：呼出自動停止ﾀｲﾏ(CONT：１８０)

各種カウンタ
コマンド/レスポンスシーケンスに使用
するリトライカウンタは、特に規定しない
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２）　ＮＣ制御機の方がＰＢＸの立ち上がりより早いとき

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

NC START

電源ＯＮ 電源ＯＮ

CONT ALIVE

Ｔ２経過

Ｔ２経過

NC START

NC START

CONT START

Ｔ１経過

　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
初
期
化
処
理
中

Ｔ４以内
NC ALIVE

Ｔ５以内

NC START に対する
CONT START がＴ2
時間経過しても受信

できない場合は、
NC START の再送

を行う。

DL 確立

Ｔ２以内
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３）　動作中にＰＢＸのアプリケーションがリスタートした場合

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

★

NC ALIVE

CONT ALIVE

Ｔ３以内

NC START

CONT START

Ｔ４以内

REQ NC START に
対する NC STARTが
Ｔ３時間経過しても

受信できない場合は、
REQ NC START の

再送を行う。

Ｔ５以内Ｔ１経過

NC ALIVE

CONT ALIVE

NC ALIVE

Ｔ１経過

ＰＢＸのアプリケーション
のリスタート発生

ＰＢＸアプリケーション
立ち上がり直後に受信した

コマンドが NC STARTでない
場合は、REQ NC START の

送信を行う。

瞬停等によりレイヤ１，２レベル
がリンクダウンした直後の処理

では、ＰＢＸアプリケーション
とＤＮＣＬＩＮ－ＰＫＧとの関係で、
ＮＣ ＳＴＡＲＴの応答にＣＯＮＴ

ＳＴＡＲＴコマンドが返らない場合
があるが、これについてはＮＣ

制御機側の無効コマンドの無視
とＮＣ ＳＴＡＲＴコマンドの再送

にて対処するものとする。

REQ NC START
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４）　ＮＣ動作中のＰＢＸの立ち上げ

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

NC START

CONT START

NC ALIVE

CONT ALIVE

電源ＯＮ

NC ALIVE

CONT ALIVE

Ｔ１経過

Ｔ４以内

Ｔ４以内

一般呼出

呼出/ch1

DL 確立

呼出

Ｔ５以内

立ち上がり後、NC START に
対する CONT STARTを受信
したＮＣ制御機からは、現在
処理しなければならない呼出

コマンドの送信を行う。 電源投入後立ち上がり
直後の呼出については
ＰＳの位置登録の処理
時間等によって、呼出

の遅延が発生する場合
がある。
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２．呼出シーケンス
１）　各種呼出～呼出復旧

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

呼出/ch1

呼出保留
ﾎﾞﾀﾝ押下

呼出停止

呼出/ch1

一般呼出
呼出復旧/ch1

呼出停止

呼出停止

親機
ｵﾌﾌｯｸ

緊急呼出

復旧ﾎﾞﾀﾝ
押下

一般呼出

脱落呼出

緊急呼出
呼出復旧/ch1

呼出/ch1

呼出復旧/ch1
脱落呼出
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２）　呼出継続時の再呼出／ＰＢＸでの呼出自動停止

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

：
：
：

呼出継続時のNC制御機側
の呼出コマンド再送処理に
ついてはＴ７経過毎に、一旦
復旧後、再度呼出ｺﾏﾝﾄﾞを
送信するようにNC制御機で
変更する。
この処理は呼出が復旧され
るまで続ける

呼出/ch1
呼出停止

呼出/ch1

一般呼出

呼出復旧/ch1

呼出停止

一般呼出

一般呼出

一般呼出

ＰＢＸ側での呼出Ｔ８経
過後の呼出音自動停止
処理は呼出音停止だけ
でなく、呼出処理を中止
するものとする。

Ｔ８経過

NC ALIVE

CONT ALIVE

NC ALIVE

CONT ALIVE

Ｔ７経過

呼出/ch1

一般呼出
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３）　呼出中の呼出発生(通話路空きの時／ＢＵＳＹの時）

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ１ ＰＳ－Ｂ２ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

呼出/ch2
(一般)

一般呼出

呼出/ch3
(一般)

一般呼出

ﾄｰﾝ出力/ch1

割り込み
ﾄｰﾝ出力

呼出復旧/ch2
緊急呼出
子機Ａ２

一般呼出
子機Ｃ１

一般呼出
子機Ａ１

一般呼出停止

緊急呼出

呼出/ch2
(緊急)

子機Ｂ１と
通話中/ch1

呼出/ch4
(一般)

緊急呼出
子機Ｂ２

一般呼出

一般呼出
子機Ｄ１
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４）　チーム間で呼出が重なるハンディの呼出（ＰＳ－Ａ３がＡ，Ｂ両チームからの呼出に対応するとき）

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ１ ＰＳ－Ａ２ ＰＳ－Ａ３ ＰＳ－Ｂ１ ＰＳ－Ｂ２

呼出/ch1
PS-A1,2,3

一般呼出

呼出復旧/ch1
PS-A1,2,3

一般呼出
子機Ａ１

一般呼出停止

緊急呼出

緊急呼出
子機Ｂ１

一般呼出

呼出/ch2
PS-A3,B1,2

呼出/ch1
PS-A1,2
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５）　ＮＣ間で呼出が重なるハンディの呼出（ＰＳ－０２がＮＣ制御機１、２、３からの呼出に対応するとき）

ＮＣ制御機１ ＮＣ制御機２ ＮＣ制御機３ ＰＢＸ ＰＳ－０１ ＰＳ－０２ ＰＳ－０３ ＰＳ－０４
NC_ID=０１ NC_ID=０２ NC_ID=０３ PS_ID=０１０１ PS_ID=０１０２ PS_ID=０２０１ PS_ID=０３０１

呼出
PS-01、02

一般呼出

呼出
PS-02、03

一般呼出
呼出復旧
PS-02、03

一般呼出
停止

緊急呼出
呼出

PS-02、04

一般呼出

呼出中のPS-02に対する重複
呼出/復旧ｺﾏﾝﾄﾞは処理されない。

複数のＮＣ制御機側から同一
PSに対する呼出ｺﾏﾝﾄﾞ処理に
ついては、先着優先として処
理する。

呼出
PS-02、03

一般呼出

一般呼出

呼出優先
順位切替

緊急呼出

一般呼出
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３．通話シーケンス
１）　呼出～応答通話～設定通話時間オーバー～強制切断

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

NC ALIVE

CONT ALIVE

CONT ALIVE

呼出/ch1

オフフック

接続要求/ch1

通話開始/ch1

強制切断/ch1
Ｔ６経過 切断警告ﾄｰﾝ

一般呼出

NC ALIVE

通話開始後、Ｔ６時間経過
した場合、そのｃｈに対して
の通話の強制切断を行う。

ﾄｰﾝ出力/ch1

一般呼出

通話開始後、Ｔ６時間経過
１０秒前より、切断警告ﾄｰﾝ
を送出する
（警告ﾄｰﾝ起動時間ﾀｲﾐﾝｸﾞ
はNC側で可変とする）
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２）　呼出～応答通話～同一チームからの呼出発生

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ１ ＰＳ－A２ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

呼出/ch1
PS-A1,2

オフフック

接続要求/ch1

通話開始/ch1

一般呼出

ﾄｰﾝ出力/ch1

割り込み
ﾄｰﾝ出力

呼出/ch2
PS-A2

一般呼出

オフフック
接続要求/ch2

通話開始/ch2

一般呼出２

一般呼出１

呼出停止

オンフック

通話終了/ch1

呼出/ch2
PS-A1

一般呼出

呼出停止

この時、PS-A2は呼出継続
PS-A1については、追加呼出
となる。ＰＢＸ内処理による。
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３）　全通話路がＢＵＳＹの時の呼出～話中割り込みﾄｰﾝ出力

通話中のＰＳの担当患者からの呼出

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 Ｄ－ＣＯＮＴ ＰＳ－Ａ１ ＰＳ－A２ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

通話中のＰＳの担当外患者からの呼出（親機も通話中の時）

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 Ｄ－ＣＯＮＴ ＰＳ－Ａ１ ＰＳ－A２ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

通話中
ch1

通話中
ch3

通話中
ch2

ﾄｰﾝ出力/ch1

割り込み
ﾄｰﾝ出力

ﾄｰﾝ出力/ch3

通話中
ch4

割り込み
ﾄｰﾝ出力

通話中
ch1

通話中
ch3

通話中
ch2

ﾄｰﾝ出力/ch1

割り込み
ﾄｰﾝ出力

ﾄｰﾝ出力/ch2

通話中
ch4

割り込み
ﾄｰﾝ出力

ﾄｰﾝ出力/ch3

ﾄｰﾝ出力/ch4

割り込み
ﾄｰﾝ出力

割り込み
ﾄｰﾝ出力

一般呼出

一般呼出
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４）　ＮＣ間で呼出が重なるハンディの通話中の呼出（ＰＳ－０２がＮＣ制御機１、２、３からの呼出に対応するとき）

ＮＣ制御機１ ＮＣ制御機２ ＮＣ制御機３ Ｄ－ＣＯＮＴ ＰＳ－０１ ＰＳ－０２ ＰＳ－０３ ＰＳ－０４
NC_ID=０１ NC_ID=０２ NC_ID=０３ PS_ID=０１０１ PS_ID=０１０２ PS_ID=０２０１ PS_ID=０３０１

呼出
PS-01、02

一般呼出

呼出
PS-02、03

一般呼出

緊急呼出

緊急呼出
PS-02、04

複数のＮＣ制御機側から通話中
の同一PSに対する呼出ｺﾏﾝﾄﾞ
処理についても、先着優先として
処理する。また、通話終了後の
再着呼処理についても同様。

オフフック

接続要求/ch1

通話開始/ch1

呼出停止

通話

一般割込
ﾄｰﾝ出力

オンフック

通話終了/ch1

一般呼出

既に割り込みﾄｰﾝ出力
中なので処理されない

一般呼出

一般呼出

緊急呼出
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４．ＰＳからの発信
１）　同一ＮＣ制御機内の選局通話

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ
３０１－１ ３１０－１ ３２０－１ ３３０－１

＊３０１＊１＊

発信要求
*301*1*

通話開始/ch1

オンフック
通話終了/ch1

予報音

＊３１０＊１＊

発信要求
*301*1*

要求拒否

ＲＯＴ音出力

呼出可/不可
はＮＣで判断
（該当回線

なし）

操作内容は
ＮＣで判断
（該当回線

あり）
基本入力操作は＊．＊．＊
とするが、＊にはさまれた
部分の桁数は可変とする。

ＰＢＸはＰＳでのキー入力
そのままを、コマンドに付加
して送信する。

ただし、＊９９９９＊の操作を
行った場合に限り、ＰＢＸ内で
一斉放送操作と判断し、通話
路の制御のみ（ＰＳに対しての
受話カット）を行う。

ダイアル入力後、オフフック
をする場合と、オフフック後
ダイアル入力する場合で、
双方共に同様の処理が可能
とする。

オフフック

オフフック

選局通話
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２）　同一ＮＣ制御機内の放送

子機－A1 子機－A2 子機－B1 子機－B2 ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ
３０１－１ ３１０－１ ３２０－１ ３２０－２

オフフック

発信要求
*9999*

通話開始/ch1

オンフック
通話終了/ch1

予　報　音

操作内容は
ＮＣで判断
(一斉放送)

＊９９９９＊

一斉放送

デジ親により放送中 ＊９９９９＊

発信要求
*9999*

要求拒否

ＢＴ音出力

他親機が
一斉放送中
につき拒否

オフフック

オフフック

発信要求
*999*1*

通話開始/ch1予　報　音

操作内容は
ＮＣで判断

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ一斉)

＊９９９＊１＊

ＰＳでの一斉放送中に、他の
ＰＳで放送操作を行った場合は、
ＰＢＸの処理で、後から操作を
行ったＰＳに対して要求拒否
処理を行う。
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３）　複数のＮＣ制御機を対象とした選局呼出通話

ＮＣ制御機１ ＮＣ制御機２ ＮＣ制御機３ ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ
NC_ID=０１ NC_ID=０２ NC_ID=０３

＃０１＊３０１＊１＊

通話開始/ch1

発信要求
#01*301*1*

通話終了/ch1
オンフック

通話開始/ch1

発信要求
#02*401**

オンフック

通話終了/ch1

複数のＮＣ制御機を接続した
時の、ＰＳからの発信の場合
については従来通りとする。

ただし、ＰＢＸはＰＳでのキー
入力そのままを、コマンドに
付加して送信することは同様
に行う。

＃０２＊４０１＊＊

発信要求
#01*901*1*

＃０１＊９０１＊１＊

要求拒否

選局呼出を行った（キー入力
にて指定した）回線が存在
しない場合、発信元のＰＳが
要求先のＮＣ制御機に登録
されていない場合、または
ＮＣ制御機の何らかの理由
で要求が受け付けられない
場合、ＮＣ制御機からは
「要求拒否」が送信される。

オフフック

オフフック

オフフック

拒否ﾄｰﾝ（ROT)

オンフック
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４）　複数のＮＣ制御機を対象とした一斉放送

ＮＣ制御機１ ＮＣ制御機２ ＮＣ制御機３ ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ
NC_ID=０１ NC_ID=０２ NC_ID=０３

通話開始/ch1

発信要求
*9999*

オンフック

通話終了/ch1

＊９９９９＊

発信要求
*9999*

通話開始/ch1

通話終了/ch1

左記シーケンスは、PS-A
からの一斉放送操作時に
おける、放送対象ＮＣ制御機
が１，２であるときのもの
である。
（ＰＢＸ内設定による）

オフフック

要求拒否

発信要求
*9999*

オンフック

＊９９９９＊

発信要求
*9999*

通話開始/ch1

通話終了/ch1

オフフック

拒否ﾄｰﾝ（ROT)

発信元のＰＳが、要求先の
ＮＣ制御機に登録されてい
ない場合、またはＮＣ制御
機の何らかの理由で要求
が受け付けられない場合、
ＮＣ制御機からは「要求拒
否」が送信される。

一斉放送対象のＮＣ制御機
が複数である場合、全ての
ＮＣ制御機からの「通話開始」
受信で一斉放送可能となる。
何れか１台でも「要求拒否」
が返ってきた場合、ＰＢＸは、
待機状態へ戻す処理を行い
一斉放送はキャンセルされる。
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５．異常シーケンス
１）　回線異常時の処理

通話中の回線異常（BRI-１/ｃｈ１，２）

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ１ ＰＳ－A２ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

通話中の回線異常（BRI-２/ｃｈ３，４）

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ１ ＰＳ－A２ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

通話中/ch1

通話中/ch2

通話中/ch3

通話中/ch4

回線異常検出

通話
終了
処理

通話中/ch1

通話中/ch2

通話中/ch3

通話中/ch4

回線異常検出

通話
終了
処理

通話終了
処理

(ROT出力)

通話終了
処理

(ROT出力)

ch1,2は通話継続
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２）　呼出～応答通話～CONT ALIVEコマンドのCH情報不一致

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

NC ALIVE
通話中ch
=ch2,3,4

CONT ALIVE
通話中ch
=ch1,2,3,4

CH状態指示
ch1：解放指示

通話開始
から

Ｔ６経過

切断予報ﾄｰﾝ

ﾄｰﾝ出力/ch1

通話中
ch3

通話中
ch2

通話中
ch4

通話中
ch1

通話中
継続
ch1

NC ALIVE
通話中ch
=ch1,2,3,4

CONT ALIVE
通話中ch
=ch1,2,3,4

切断処理

強制切断/ch1

通話終了/ch1
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３）　呼出～応答通話～NC ALIVEコマンドのCH情報不一致

子機－Ａ 子機－Ｂ 子機－Ｃ 子機－Ｄ ＮＣ制御機 ＰＢＸ ＰＳ－Ａ ＰＳ－Ｂ ＰＳ－Ｃ ＰＳ－Ｄ

NC ALIVE
通話中ch1

CONT ALIVE
通話中無し

呼出/ch1

オフフック
接続要求/ch1

通話開始/ch1

一般呼出

一般呼出

オンフック
通話終了/ch1

NC ALIVE
通話中ch1

CONT ALIVE
通話中ch1

通話切断

通話
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Ⅴ　特記事項

１．仕様上の保留点

特になし

２．変更可能性部分

特になし

３．システム上の制約事項

１） ＰＳからの放送中（一斉放送/グループ一斉時）の割り込みトーンについては、ＰＢＸ内放送処理としてＰＳの受話がカット
されているため、割り込みトーンは発生しない。
（＊９９９９＊の操作時のみ、それ以外の操作についてはこの限りではない。）

２） ＰＳからの一斉放送時、通話路が空いていても他のＰＳからの発信操作については禁止とする。
これについてはＰＢＸ内の処理で、ＰＳからの放送中（＊９９９９＊の発信での放送中）は他のＰＳからの発信操作を拒否
することとなっていることによるものである。

３） 通話中のキー入力通知機能を削除したために、保留キーを用いた転送機能が使用可能となるが、NC子機からの呼出応答通話中
には従来通り転送不可とする。

４） 通話中に発生する割り込みトーンについては、トーン出力中は通話をミュートしてトーン音のみが流れる。したがって会話途中に
割り込みトーンが発生すると、トーン出力中のみ会話が一時途切れる。
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